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ポリ塩化ビフェニル類（PCB）
C12H（10-n）Cln

［CAS No.42％塩素化 PCB 53469-21-9, 
54％塩素化 PCB 11097-69-1］

生殖毒性：第 1群

疫学研究では児の発育への影響について複数の報告
が，また，妊娠の成立への影響や精液質低下に関する報
告が存在する．

ヨーロッパ 12 ヶ国の 15 の出生コホート参加者 7,990
人のメタ解析の結果，臍帯血の PCB-153 が 1 µg/l 上昇
すると，出生時体重が 150 g（95％ CI：－250-－50 g）
減少することが明らかになっている 1）．アメリカにお
いても，妊娠中の PCB 曝露量が集団の 10 パーセンタ
イル値から 90 パーセンタイル値まで増加すると男児の
出生時体重が 290 g（95％ CI：－504-－76 g），頭囲が
6.7 mm（95％ CI：－13.3-－0.1 mm）減少すると報告
されている．女児ではこれらの減少は有意ではないが妊
娠期間の短縮が見られ，また，5 歳時点の身長が有意に
高い結果であった 2）．344 人の子供を対象にしたスペイ
ンの出生コホートでは，6 歳半時点の過体重に関して，
臍帯血中 PCB 濃度の第 1 三分位値以下を基準としたと
き，第 2 三分位値以上の相対危険度が 1.70（95％ CI ＝
1.09-2.64）で，この影響は女児の方が強かった 3）．体外
受精・顕微授精経験者 765 人の女性の着床失敗のオッズ
比は，血清 PCB-153 濃度，総 PCB 濃度の第 1 四分位値
以下を基準としたとき，第 4 四分位値以上でそれぞれ
1.99（95％ CI ＝ 1.16-3.40），1.70（95％ CI ＝ 1.02-2.85）
であった 4）．血清中 PCB 濃度と精液指標との関連に関
しては，不妊治療中の男性パートナー 212 人の横断研究
において，PCB-138 濃度の第 1 三分位値以下を基準と
したとき，精子運動性低下および精子形態異常のオッズ
比は量反応的に増加し第 2 三分位値以上でそれぞれ 2.35

（95％ CI＝1.11-4.99），2.53（95％ CI＝1.06-6.03）であっ
た 5）．

動物においては，いくつかの同族体や PCB 混合物の
妊娠中および授乳期間中の投与による，児の成長の抑
制 6-9），生殖器系の発達の抑制 9-11），児の血清中テスト
ステロン濃度の減少 8, 9）やサイロキシン濃度 6, 7）の減
少，聴力低下 7），自発運動量の低下 12）等が多数報告さ
れている．

以上のように，ヒトの疫学調査報告において PCB に
よる精子毒性，妊娠成立への悪影響，児の発育への影響
が明確であり，動物においても児の発育・発達への毒性
を示すデータが十分存在しており，本物質を第 1 群に分
類する．



 産衛誌 55 巻，2013 267 

許容濃度
日本産業衛生学会：0.01 mg/m3（2006 年）
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